
Ⅰ『調査結果の概要』

(1)インターネットの利用状況

企業のインターネット利用率は95%を突破

「利用している」が95.3%(前年比 7.7ポイント増)と

なっている。

総務省，平成１8年度通信利用動向調査によると,

全国平均は85.6%(平成18年度末,5人以上事業所)であ

り,県内の中小企業は利用率の面で全国平均を超える

結果となった。

(出典:総務省H18年通信利用動向調査) (図2)

2. インターネット利用状況・利用目的等

1．サンプル構成
(3)主な通信回線の接続形態
ブロードバンド回線(ADSL+FTTH:光ファイバ+CATV他)の

契約数は85.0%(前年比3.3ポイント増)となっている。
総務省,平成18年度通信利用動向調査によると,全国平

均は59.7%(5人以上の事業所),企業(300人以上)が73.6%
となっており,県内中小企業のブロードバンド化が非常
に進んできている。ただし,ADSL対FTTHの比率は,全国
ベースではFTTHが多いのに対し, 県内の中小企業では,
依然ADSLが多く,増加傾向にあるFTTHの更なる進展が望
まれる。

(2)業種別インターネット利用状況
インターネットの利用状況を業種別に見ると「建設業

及びサービス業」が97.7%,と非常に高い利用率となっ
ている。次いで「製造業」の94.3%,「卸売・小売業」
の93.9%,「その他非製造業」の93.8%となり,もっとも
低かった運輸業でも89.5%の利用率があり,建設業(前年
比横這い)以外の業種はすべて利用率が増加した。

(4)セキュリティ対策実施状況
セキュリティ対策は約90%の企業で実施

「実施している」が,90.9%（前年比ほぼ横這い）とな
っている。
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784 / 823(図4) セキュリティ対策実施状況

1

(5)インターネットの利用目的
「電子メールによる情報交換」が７３.３％（H15年比

4.9ポイント増）と最も高い目的となっている。次いで
「技術，製品，情報の入手」が４７.０％（H15年比4.2
ポイント減）「受発注業務(電子商取引)」が41.4%(H15
年比10.2ポイント増）及び「自社技術，製品・商品の
ＰＲ」40.6%(H15年比9.4ポイント増）で続いている。
全体として増加傾向となっている。
また，今回から新たに調査項目に加えた「ＩＰ電話の
利用」は１６.１％となっている。
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平成19年度県内中小企業のインターネット利用実態調査結果(概要)

本調査は,中小企業情報化を支援するための基礎データの取得を目的に,毎年実施しております。

今般，今年度の調査結果がまとまりましたので，その概要をお知らせします。

◆調査時期：平成１９年１１月 ◆調査方法：郵送によるアンケート調査

◆調査対象：県内中小企業 ３，０００社 ◆回答状況：８２３社（回答率２７．４％）

回答企業の主な業種別構成は建設業21.6%,製造業
38.8%, 卸売・小売21.9%, 運輸業4.6%,サービス業
5.3%,その他7.8%となっている。

(図2)
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(図1) インターネット利用状況



3 受発注業務(電子商取引)

(1)受注のためのインターネット活用状況
「製品や業務紹介を自社ホームページ上で行っている」
が39.5%(H15年比17.9ポイント増),「インターネット上
の受発注ネットワークに登録している」が31.7%(H15年
比16.6ポイント増)等,いづれも順調に増加している。受
注活動におけるインターネット活用は積極的に活用する
企業が確実に増えている。

(1)ホームページ開設状況
ホームページ開設企業が50%を突破

ホームページを「開設している」は 52.9%(H15年比

14.1ポイント増)と初めて50%を超えた。「開設してい
ない」は40.3%(H15年比8.6ポイント減)で,ホームペー
ジ開設企業が順調に増えている。

4  ホームページの開設状況

5 まとめ

インターネット利用率,及びブロードバンド(高速

大容量通信)回線は着実に伸びている。

セキュリティ対策は横這い状況である。受注のた

めのインターネット活用状況では自社ホームページ

活用や受発注ネットワークの登録企業が増えており,

ネットワークを活用したネット販売も増加の状況に

ある。

ホームページ開設状況は50%を超え,企業経営の重

要なツールとして,県内中小企業に定着しつつある。

2

(2)発注のためのインターネット活用状況
インターネット受発注ネットワークに登録している」

が２６.５％（Ｈ１５年比１６．５ポイント増）， 「新
たな発注先を探すため積極的にホームページに検索して
いる」が２４.３％（Ｈ１５年比２．４ポイント増），
等,いずれも概ね順調に増加しており，発注活動におけ
るインターネット活用も積極的に取組む企業が増えてい
る。
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(3)年間売上高に占める電子商取引の割合
電子商取を行っていると回答した企業のうち, 電子

商取引の売上実績を「有」とした企業が84.3%(前年比
4.0ポイント増)となっている。

(2)ホームページ開設効果
ホームページの開設効果は「自社製品のＰＲができ

た」と回答した企業が４４.７%ともっとも多く，「企
業イメージが向上した」が３４.１％，「照会・問い合
わせが増加した」が３３.７％と続く。”広告媒体とし
て,及び自社信頼度向上”の開設効果として利用されて
いる。
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(図10)  ホームページ開設効果 416 / 823
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【インターネット有効活用事例・ヒアリング結果】 (＊HP:ホームページ)

受発注の
ネット活用

6

①（※3）ＳＥＯ対策
・実情に合わせ「キーワード選定,(※4）ＰＰＣ広告，相互リンク」等実施企業が多い。

②地域密着情報，イベント情報，お役立情報の提供
・地域に密着した情報，イベント，地域観光情報，その他お役立ち情報等，より親しみを
持ったコミュニケーションを行えるよう配慮しているところが多く見られた。

③アクセス内容の分析と対策
・より積極的に取り組む企業では，ＨＰアクセスアップに向け，裏画面によるアクセス集
計～解析～改善のスパイラルを実施している。

・(解析例)：経由検索エンジン,対象頁のアクセス数をVisit(実際の訪問者数),Total（全
てのアクセス）に分けて時間別，日別，曜日別，月別に表示，訪問回数，滞在時間等）

アクセスアッ
プ対策

5

①社内ＬＡＮ化。
・社内事務部門，及び現場を含めて，ＬＡＮ化している企業が多い。
・特に製造工場の場合は「情報の共有化，スピード化」をめざしシステム管理している。
・(工場管理項目例) : 生産管理,進捗管理,在庫管理,品質管理,標準類管理,図面管理等

②遠隔事業所間の（※2）ＶＰＮ化
・ＶＰＮを活用し,遠隔事業所間も一括して,自由にスピーディーに情報共有化している。

③Ｅメールの活用
・社内外を含め，有効活用のため，実務社員に個別にメールアドレスを支給している。

ＩＴ活用4

①顧客に「よりわかりやすい」画面構成
・階層構造の入口が整理され，個別の検索テーマが,わかり易い構成をめざしている。
・(※1) サイトマップの充実も使い易さへの支援となっている。

②製品紹介は顧客ニーズを配慮
・求めるニーズに顧客の立場で考え，写真や補足情報，関連するサービス情報等，それぞ
れのテーマ毎に配慮して情報提供している。各社毎に工夫が込められている。

③ネット通販，及びお問い合わせ対応
・重要ポイントはきめの細かな情報提供と，会社信頼度をいかに高めるかである。
・信頼の実績ができればリピートの顧客は永いおつきあいができることになる。
・お問い合わせに対しては，商談の入り口として大切に対応していく姿勢が伺えた。

ＨＰの特徴3

①「経営の重要なツール」として位置づけている。
②「会社としての信頼度」をいかに確保した内容に創り上げていくか。
③「企業の特徴（最大の売り，強み）及び，訴えたい想い」をいかに盛り込むか。
・いずれの企業も，経営者の目的意識が，明確化し，浸透している。

ＨＰ開設目的2

①社内開発，②社外委託開発，①②の併用の３通りあり，会社環境で使い分けしている。
・継続的改善レベルアップに向け，社内開発,維持運営スタッフを設ける企業もある。

ＨＰ開発1

主 な 内 容項 目NO

県内中小企業のインターネット有効活用事例・ヒアリング調査結果（概要）
前項の「インターネット利用実態調査」において, 回答頂いた中から，インターネット有効活用の

事例紹介のため，ヒアリング(10社)調査を行った。 ◆調査方法：直接各企業に伺いヒアリング実施

(※1) サイトマップ(Site map) : Webサイト内のページ構成を一覧できるようにした案内ページ。

(※2) VPN (Virtual Private Network) : 公衆回線をあたかも専用回線であるかのように利用できる サービス。
企業内ネットワークの拠点間接続などに使われ,専用回線を導入するよりコストを抑えられる。

(※3) SEO (Search Engine Optimization) : サーチエンジンの検索結果のページの表示順の上位に自らのWebサイ
トが表示されるように工夫すること。

(※4) PPC (Pay Per Click) : 検索連動型広告といわれ,検索ｴﾝｼﾞﾝへの登録広告に対して,検索者が当該広告を見
た回数(ｸﾘｯｸ回数)に対して課金されるもの。
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①ネット通販が主力の企業は，売上の70～90%を占めている。
②売上げに直結ではないが会社信頼度が上がり,お問い合わせを起点として営業窓口となる

ケースも多く, トータルとして売上が伸びている企業が多い。


